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石炭資源調査研究の現状と将来問題

曽我部正敏･藤井敬三(燃料部)

はじめに

通産省の総合エネノレギｰ調査会基本間題懇談会は｢21

世紀へのエネノレギｰ戦略｣と題した報告書をまとめ53

年10月27目の総合エネノレギｰ対策推進会議に提出された

ことが新聞に報道されている.

それによるとエネノレギｰ供給源としての石油の地位

を認めながらも1985～1990年代に石油不見になる時期

カミ束るとみておりその対策として

(1)1990年には原子力･石炭など代替エネルギｰの開発推進

(2)21世紀初頭には高速増殖炉の導入石炭の液化･ガス化

利用の本格化太陽エネルギｰ利用狂とで石油の減少分を

カバｰする必要があるとみており

第1表

今後とも原子力などの石油代替エネノレギｰの開発･導

入や新エネルギｰの技術開発を積極的に進めるべきだと

している.

このようた情勢をふまえて炭質研究についてふれる

まえに世界および日本の石炭資源について述べてみたい.

1.世界の;石炭資源

水力地熱を除いた世界エネルギｰ資源の可採埋蔵量

(第1表参照)は石炭換算約8.3兆tと推定されている

がそのうち47%弱が石炭などの固体燃料10%弱が石

油･オイノレシェｰル･タｰルサンドおよび天然ガスなど

世界エネルギｰ資源の埋蔵鐙および生産鐙
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第1-1図世界の石炭生産および主要国の生産推移

(国連統計年鑑による)�
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策2表世界エネルギｰ消費の推移

(石炭換算単位:100万t)

種�別�1955年�1960年�1965年�1970年�1973年

石炭亜炭�1,819(56.5)�2,203(52.1)�2,250(43.1)�2,419(35.3)�2,485(31.5)�

石�油�948(29,4)�1,322(31.3)�ユ,919(36.7)�2,850(41.7)�3,593(45.6)

天然ガス�397(12.3)�617(14-6)�932(1τ9)�1,418(20.7)�1,618(20.5)�

水力･原子力�59(1.8)�86(2.O)�118(2.3)�157(2,3)�189(2.4)�

計�3,224(100.O)�4,228(100.O)�5,220(1OO.0)�6,843(100.O)�7,885(100.O)�

■■������

注:国連世界統計年鑑1971年による()の数字は%

第3表世界主要国のエネルギｰ消費(1973年)

(石炭換算単位:100万t)

＼_､一国名一��������

､』種別一㌔一㌔�アメリカ�ソ連�中国�日本�酉ドイツ�イギリス�'フ･フンス�イタリア

石炭･亜炭�508(20.3)�471(37.3)�400(86.2)�81(18.9)�122(32.8)�130(41.5)�44(18.8)�12(7.1)

石油�1,109(坐.3)�456(36.1)�56(12.O)�327(76.6)�199(53.5)�139(44.4)�161(68.8)�129(75.9)

天然ガス�839(33.5)�321(25,4)�4(O,9)�8(1.9)�46(12.4)�40(12.8)�22(9.4)�23(13.5)

水力･原子力�47(1.O)�15(1.2)�4(O.9)�11(2.6)�5(1.3)�4(1.3)�7(3.O)�6(3.5)
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第1-2図主要国の生産推移(国遠統計年鑑による)

の流体燃料残りの43%がウラン･トリウム等の原子燃

料と考えられている.

1970年におけるエネノレギｰ需要構成の約42%を占める

石油と石炭との埋蔵量を比較すると石炭は可採埋蔵量

で実に石油の約9倍と見込まれ石炭カミ世界包蔵エネル

ギｰの主要恋位置を占めていることが知られる.

ひるがえって世界の石炭生産量の推移は第1-1,

2図のとおりで1975年の生産量は約23.7億tである.

これを国別にみると1位アメリカ約57億t2位

ソ連4.8億t3位中国4.7億tでこれら3国の生

産合計で世界の64%を占めている.また過去5年間

における世界の石炭生産量は4,500万t程度増大してい

る.これを国別にみるとソ連･中国たどを始めとす

る共産圏諸国はいずれも石炭を増産しているのに対して

自由圏諸国で石炭を増産しているのはわカミ国に多量の

製鉄用原料炭を供給しているアメリカオｰストラリ

アカナダなどを除くとわずかにインドおよび南アフ

リカ(石炭から液体燃料を生産)のみであってその他の石�
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炭先進国の西ヨｰロッパ諸国や日本たどはいずれも減産

している.これは第2次大戦後中東を中心とする安い

石油が多量に出まわり世界的なエネノレギｰ革命によっ

て石炭市場が頭打ちから後退の方向を取らざるをえなか

ったためである.しかしながら全体的にみるとこれ

ら石炭生産の主要国に著しい減産力茎見当らないことから

当分世界全生産量の大きな後退はないように思われる.

一方世界のエネノレギｰ消費は毎年増大している

(第2表参照)がわか国の一次エネノレギｰ消費を他の先

進国と比べてみると最近におけるわが国の供給エネノレ

ギｰの約77%が石油と狂っている(第3表参照).エネ

ノレギｰ源の70%程度を石油に求めているのは日本イ

タリアフランスぐらいでその他の主要国においては

石炭資源がまだ重要なエネルギｰ供給源となっている.

2.国内の;石炭鴛源

戦後から現在にいたるまでの石炭産業の推移(第2図

参照)および石炭政策について簡単にのべる.

大戦直後1946年に特定物資に政策を集中して増産

の目的を果そうとするいわゆる｢優斜生産方式｣の採

用で石炭鉄鋼などの生産に経済政策の最重点カミおか

れ石炭産業は戦後の復興のにない手となった.

しかし1952年の独立直後に石油統制が廃止され

石油産業の発展カミ始まり重油消費量の確実な伸びに比

べ石炭消費は伸び悩みとなってきた.だが1955年

に重油ボイラｰの設置の制限等に関する臨時措置に関

する法律ができまたエネルギｰ自給度の向上を図り

国際収支の改善に資する見地からできるだけ国内エネ

ノレギｰ資源の有効利用をするというエネノレギｰ総合対策

いわゆる炭主油従政策がとられ同時に石炭合理化法

案が公布されまだ石炭産業は優遇措置をうけていた.

一方重油消費量は確実に伸び1959年に液化ガス

の大量洋上遠距離輸送の成功など石炭から石油への

｢エネルギｰ革命｣カミ進行し1957年の神武景気のおは

やしのあと石炭は次第に斜陽産業といわれるようにな

り1960年代をむかえる.

1960年代の高度成長期に入りエネルギｰの低廉かつ

安定供給カミ重要課題となり1967年に総合エネノレギｰ調

査会答申で原油輸入の30%をわが国の自主開発によっ

て確保する一方石油に押され急速に斜陽産業となっ

た石炭に対しては保護助成カミ大きな政策問題と狂った.

とうとう戦後の華々しい主役だった石炭産業は保護され

る立場になったわけである.

しかしともかく!962年の第1次石炭鉱業調査団の

答申から1966年の第3次答申まで年産5,000万トン

維持という基本答申が出され実際に1960年代は4,500

万トン以上を毎年出炭していた.

1970年代に入り1972年の第5次石炭鉱業調査団の答

申では2,000万トンを下ら狂い水準の需給規模を想定

し他の産業に類をみない手厚い助成および需要業界の

格段の協力を基本方針としたが実績では1975年に

2,000万トンをついに割ってしまった.

そして1975年に石炭鉱業審議会によって新総合工
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ネノレギｰ政策のもとにおける石炭政策･として答申カミ出さ

れた.この政策によると石炭を可能な限り活用して

いくことを基本理念とし国内炭の生産を維持し海外炭

の開発および輸入を円滑に行い石炭のガス化･液化の

利用技術の研究開発を目的としている.

しかし1973年のエネノレギｰ危機以来石炭資源の見

直しが始まり具体的に石炭ガス化･液化の技術開発

とともに国内炭の開発可能性の調査が行われるようにな

ってきた.

現在工業技術院傘下の試験研究機関において進めら

れているサンシャイン計画を始めとする石炭高度化利用

に関する技術開発内容を示すと第4表のとおりである.

こうした現状にあって地質学の立場から国内の石炭

資源開発に対しどうアプロｰチすべきかを考えてみたい.

石炭の埋蔵量調査に関しては戦後から1950年まで炭

田調査会を中心とする調査でほぼ終了しているといっ

てよい.

現在は石炭の液化開発が問題点であり液化技術は

要するに石炭に水素添加をすることが基本で当然炭

質と深いつながりをもっている.すなわち直接水添

では石炭化度が高い炭素85～88%付近で水素含有量の

多い石炭カミもっとも適している.こうした意味では

日本炭は液化に最適の石炭といえよう.

したカミって現在の石炭に対する世界の目は原料炭

よりも高揮発分渥青炭以下の一般炭にむげられている.

つまり石炭資源開発は量的把握もさること桂がら

質的把握の必要性がますます重要となってきた.

つぎに国内の石炭資源開発における地質学的研究は

この10年間次第に少狂くなっている(相原1971:菅原

1672:相原1977).しかしごく近年石炭の組織に

関する研究が始まりつつある.それは一つには組

織と炭質とは癌接な関係をもっているので石炭の高度

利用を目的としておもに輸入炭について組織の研究カミ

行われている.また石油探査に際し石炭組織のビ

トリニットの反射率スポリニットの螢光性が石油熟

成度のパラメｰタｰとして重視されていることによる

(VAss0YETIcH6τ〃1970:OTT酬独NN勿αム1974).

しかしいま要求されている炭田堆積盆内における

炭質もしくは石炭組織成分についての研究は石炭産業

の華やかであった頃から現在にいたるまで非常に少ない

(柴岡1964:佐々木1967:相原1968祖ど).

そこで今後の石炭資源開発調査は各炭砿の平均的

炭質および組織成分を調べると同時にまず同一炭層

内での炭質および組織成分の変化の規則性を明らかにし

第4表国立研究機関の眉炭利用技術研究開発

研究機関名

公害資源研究所

北海道工業開発

試験所

予算項目1

研究題目

,経常研究

〃

〃

義州議業技群1

東京工業

試験所

地質調査所

石炭の研究

カｰボン及び新材料の研究

石炭･重質油類の高温処理の研究

コｰクスの研究

活性辰の研究

詐ンシャイ高1高力11一製造技術の基礎研究

〃■プラズマガス化技術の基礎の研究

〃石炭の溶剤処理技術の基礎研究

経常研究1石炭の物性の研究

〃瀦春材料の利用の研究

〃.水蒸気による芳香族炭化水素の改

1質の研究

〃｣芳香族性高分子物質の新利用の研

!究

サンシャイン■石炭チャｰの加圧下におけるガス

計画1

化に関する基礎研究

〃石炭の直接液化技術の基礎研究

;新炭素材料の開発に関する研究

サンシャイン｣石炭のソルボリシス液化技術の基

計画1

礎研究

サンシャイン

計画

経常研究

特別研究

メタン合成触媒の基礎研究

炭化度の層位学的研究

石炭資源有効利用に関する炭質評

価技術の研究

未開発地域での炭層炭質の予測技術を確立しあわせ

て石炭液化に必要た石炭の賦存状況を把握することを

目的とすべきであろう.

これら目的の一つの例として私たちが解析した太平

洋炭砿を具体例としてとりあげ将来問題にふれたい.

それにさきだち炭質について説明を加えておきたい.

通常炭質は発熱量および揮発分で表わされる.し

かし石炭をみがいて反射顕微鏡でみると岩石が造岩

鉱物からなるように石炭は石炭組織成分から放る.

ただ造岩鉱物と著しく異なるのはその化学的物

理的性質が一定してい扱いがある許容範囲内で互いに

異なるので識別カミ可能である.

したがって各組織成分の化学的物理的条件がわか

れば石炭中のそれらの比率から石炭の性質を推定で

きるはずである.しかし実際には非常に面倒な問題

がある.それは植物カミ埋積してから石炭化作用とよ

ばれる続成作用および変成作用をうけて石炭になるが�
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各組織成分の物理的･化学的性質はもとになる植物物

質の違いに起因し各植物物質がおもに熱をうけて

時間圧力の変化とともに次第に石炭化作用が進ん

でいくわけである.例えば第3図のように揮発分一

発熱量ダイヤグラム上である時点Iでの組織成分の

結果がA'B'C'にプロットされたとする.つぎに

物理･化学条件が連続的に変化しIIの時点になると

組織成分の性質はA"B"C"に移行している.こ

のようなI→1I→皿の変化を石炭化度といっている.

つまり同一の石炭組織成分からなる石炭でも石炭

化度が異狂れば炭質は異なるし同一の石炭化度でも

異なる組織成分からなる石炭の炭質は異なる.炭質は

組織成分という縦糸と石炭化度という横糸とでおりな

されている.そこで石炭組織成分と石炭化度につい

て簡単に説明をしたい.

脂からなる.エクジニット･グノレｰプは全体として

脂肪族炭化水素にとみ水素含有量が高い.

イナｰチニット･グルｰプは4つのマセラノレからな

る.ミクリニットは微粒状または粗粒状のもので

何に由来するかまだはっきり分っていない.スクレロ

チニットは腐朽菌からなる.フジニットおよびセミフ

ジニットは森林火災による木炭が石炭化したもので

その木炭化の程度により2つに分類されている.イナ

ｰチニット･グノレｰプは全体として文字通り化学的

に不活性であり芳香族炭化水素にとみ縮合度カミ著し

く高く炭素含有量が多い(藤井ほか1978).

つぎに石炭化度についてのべるとそのパラメｰタｰ

は種々あり通常私たちが使用しているものについて

簡単に説明をしたい.

3.;石炭組織成分と石炭化度

石炭組織成分は第5表のように大きく3つに分け

られる.

ビトリニット･クノレｰプは植物の木質部に由来し

その成分はセルロｰズやリグリンからたる.3つのマ

セラノレに分かれ木質部の細胞組織の残っているものを

テリニットないものをコリニット微細な粒子からな

るものをデグラディニットという.テリニットおよび

コリニットは芳香族を核として水酸基やカルボキシ

ノレ基荏どカミつき酸素含有量カミ多い.デグラディニッ

トは脂肪族炭化水素にとみ水素含有量カミ多い.

エクジニット･グノレｰプはクチンろう脂肪類に

由来し4つのマセラノレからなる.スポリニットは

花粉胞子からなりクチニットは葉小枝の角皮から

なりアノレギニットは水藻類から恋りレジニットは樹

亙/c-0/c原子数比による方法は石炭はおもにCH

○からなるので石炭化作用による各組織成分の化学組

成変化を検討するためこのダイヤグラムを用いると

相対的石炭化度が比較検討できる.

発熱量一揮発分による方法は佐々木(1967)による相

対的石炭化度の評価法でこのダイヤグラム上で石炭

化度が進むと一般に発熱量が増加し揮発分が減少す.

る方向に炭質が変化するので相対的石炭化度が比較で

きる.

ビトリニット反射率による方法はビトリニットの反

射率と石炭化度とがよく相関することから近年有機

物質の熟成度のパラメｰタｰとしてもよく用いられてい

第5表マセラルとマセラル･グルｰプ
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第3図石炭組織成分･石炭化度と炭質との関係を示す概念図
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る.しかしその反射率が0,5%以下の低石炭化度炭

の場合には石炭化度との相関か悪く反射率以外のパラ

メｰタｰの方がよい.

エクジニットの螢光性による方法は化石花粉･胞子

や樹脂の螢光光度を測定することにより石炭化度を知

ることができる.測定に際しライツ製の自動測定用顕

微分光光度計MPV2を使用している.螢光性の原理

は水銀ランプの光か励起フィノレタｰにより励起され

365ナノメｰタｰの単色光になる.この単色光が花

粉胞子樹脂に当たると鐙光を発する.この螢光を

連続干渉フィノレタｰにより450～750ナノメｰタｰの波長

に分光し各々の光の強さを記録する.そして最高

光度を示す時の波長をもって螢光波長としている.石

炭化度が進むと螢光波長が長波長の方にずれていくこ

とにより相対的た石炭化度を知ることができる.

4.釧路炭田太平洋炭砿における炭質と宿

炭組織･二百炭化度との関係について

ここでは太平洋炭砿を例として炭層の発達状況と炭

質石炭組織石炭化度などの分析結果から炭層と炭

質との関係をのべたい.

太平洋炭砿は漸新統の浦幌層群中の春採爽炭層には

さまれる本属を採掘している.付近の地質構造は南

西に4～5｡傾斜する同斜構造をなし地層の走向にほぼ

平行な北酉一南東ないし南北方向の正断層と地層の走向

に直角ないし高角度をなす北東一南西北北東一南南西

方向の正断層とで地塊化されている.本属は太平洋海

底下に発達し太平洋炭砿は文字通り太平洋海底下の石

炭を採掘している(第4図)(佐藤ほか1968).

春採爽炭層本層の等層厚線図は第5図に示してある

が炭砿中央部から南よりにもっとも石炭が厚く堆積し

周辺にむかってうすくたるか堆積盆の形は長方形の盆

状構造を示しその長軸は北西一南東方向である.

分析結果について

石炭組織分析の結果では平均してビトリニット･グ

ノレｰプが95,5%エクシニットカミ3%イナｰチニット

が1.5%と校っている.このことは炭質はほとんど

ビトリニット･グルｰプのもつ化学的性質で決まってし

まうことを意味する.ビトリニット･グノレｰプはすで

にのべたように化学的にテリニット･ロリニットと

デグラディニットの2種類からなる.そこで全組織

成分に対するデグラディニットの比をもって石炭組織

成分のパラメｰタｰとした.この結果を第6図の等

デグラディニット含有量線図で示したが本炭砿の中央

部よりやや南茜部で含有量カミ高く周辺にむかって低く
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の変化の傾向と調和的である.

灰分の分析結果は第8図に等灰分含有量線図とし

て示しであるように本炭砿の中央部で灰分含有量が

比較的少恋く周辺にむかってその含有量は増加する.

つぎに石炭化度の各パラメｰタｰの分析結果について

＼のべたい.

･/一一一…220｡_.､.一一.一.一

策5図春採爽炭層本層の等層厚線図

智

なる.そして等含有量線の特徴は北酉一南東方向に

長軸をもち等層厚線図と同様の傾向カミ認められる.

揮発分の分析結果は第7図に等揮発分線図として示

しであるように本炭砿の中央部よりやや南部に高揮発

分の区域があり全体として周辺にむかって低揮発分

となる.こうした傾向はデグラディニットの含有量

反射率の分析結果は第9図に等反射率線図として示

しであるように本炭砿中央部で低く周辺にむかって

高くなる.しかし前にものべたように低石炭化度

炭の場合反射率の差異が石炭化度の差異を反映してい

ない.むしろビトリニットの根源物質の物理･化学

的性質の差異によるもので石炭堆積盆の周辺では木質

部の多い植物が多いため反射率が高くでているようで

コリニットは大型で多くパラフィン系炭化水素に乏

しいのに対し中央部ではコリニヅトは小型で少たく

パラフィン系炭化水素にとんでいる.
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第10図スポリニットの等螢光波長線図

/L一ム而

第11図レジニット等螢光波長線図

スポリニット･レジニットの螢光性の分析結果は第

10区および第11図に示してある.

まずスポリニットの螢光性については本炭砿の南西

部から中央部にかけて長波長つまり石炭化度が進んで

いる.その北側には石炭化度の遅れている区域があり

そして本炭砿の北東方向にむかってふたたび石炭化度

がまず傾向カミ認められ西北酉一東南東ないし東西方向

に石炭化度の高い区域と低い区域とが交互している.

レジニットの螢光性についてはスポリニットによる場

合に比べ石炭化度測定の精度は劣る.本炭砿の中央

部から南西方向にかけて石炭化度の高い区域カミありそ

の北側および南側に石炭化度の低い区域がある.

宿炭化度のまとめ

スポリニット･レジニットの螢光性H/C-0/C原子

数比発熱量一揮発分による石炭化度の測定結果を総合

して判断することにした.そのためにH/C-0/C原

子数比および発熱量一揮発分による相対的石炭化度の場

合のようにスポリニット･レジニットの螢光性につい

ても数量化を試みた.スポリニットの場合4ナノメ

ｰタｰきざみに低い方から高い方へと1→4と4区分

した.レジニットの場合は5ナノメｰタｰきざみに

同じく1→4と4区分した､そこで石炭化度の各パラ

メｰタｰにもとづく石炭化度区分値を第14図のごとく

第1象限にはスポリニットの螢光性による区分値第

酊C-O/C原子数比による分析結果は第12図に示した.

石炭化が進むにつれてこのダイヤグラム上の組成変化

経路にそって水素酸素が減少する方向に移動するの

でまず石炭化度の数量化を試み組成変化経路に直角

に4等分し石炭化度の遅れている方から進んでいる方

へ1→4と4区分した.

この結果を第14図に示したが本炭砿中央部よりやや南

西部に石炭化度の進んだ所があり周辺にむかって石炭

化度は低くなるが北酉部でふたたび高くだる傾向カミ認

められる.

発熱盤一揮発分による分析結果もH/C-0/C原子数

比の場合一と同様等石炭化度線に平行に4等分し石炭

の化度遅れている方から進んでいる方へと1→4と4区

分した(第13図).この結果を第14図に示したがほか

のパラメｰタｰの場合と同様に本炭砿中央部よりやや

南西部に石炭化度の高い所カミあり周辺にむかって低く

なるが南東方および北東方にむかってふたたび高くな

る傾向が認められる.
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第14図石炭化度の各パラメｰタｰによる石炭化度区分図
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揮発分(無水･無灰基)

第13図発熱量一揮発分による相対的石炭化度区分値

2象限には発熱量一揮発分によるもの第3象限には

H/C-0/C原子数比によるもの第4象限にはレジニ

ットによる区分値を記した.

第14図を検討してみると各パラメｰタｰによる石炭

化度区分値に著しいバラツキがないことがいえる.そ

こで各地点での各区分値の平均をとって石炭化度の等

区分値線を作成した(第15図).これによると本炭砿

中央部より南西部に西北酉一東南東方向に石炭化度の

高い区域がありその北側に同方向の石炭化度の低い区

域カミある.

つまり石炭化度が埋没深度と関係がある(H…&

CA･･…1974)とすれば容易に地塊化されていること

が読みとれる.

発熱鐙の分析結果は第16図に示すが本炭砿中央部

より南西部に北酉一南東方向に高発熱量の区域があり

その北側に同方向の低発熱量の区域がある.

以上太平洋炭砿における炭質と石炭組織･石炭化度

との関係についてまとめてみると:

石炭組織は石炭堆積盆形成と関係カ茎深くその中央

∴
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第15図各パラメｰタｰの石炭化算区分値の等平均値

第16図等発熱量線図�
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部ではデグラディニットのような草本類からなると思わ

れる組織成分が多く揮発分にとみ灰分が少いのに対

し周辺部では木質部の多いコリニヅト･テリニット

カミ多く揮発分が少なく灰分にとむようになる.

一方石炭化度は構造運動と関係し石炭堆積盆の

形態とは無関係のようにみえむしろ発熱量と関係し

てくる.

このような石炭堆積盆内での炭質組織成分石炭化

度の水平的変化の規則性は常磐炭田(佐々木1967)

現在調査中の石狩炭田空知地区でも確められつつある.

したがってこうしたデｰタのづみ上げにより炭層

炭質の水平的変化の規則性に関する調査方式を確立する

ことにより未開発地域での炭田開発に際し炭層炭

質の予知予測をすることが可能となろう.

また石炭の液化･ガス化に際してそれに適した石

炭の堆積盆内における賦存状態を把握することカミ可能と

なる.

5.今後の炭層炭質に関する研究方針につ

いて

1)炭質評価法の精度をより上げる二と現在種

々の炭質評価のパラメｰタｰがあるが基本的には

根源物質が異なると同一の物理条件下でその化

学的性質が異なるので組織成分の同定が一番重要

な仕事になる.現在のところ各パラメｰタｰの

有効性カミはっきりしてい扱いところかあるので今

後赤外線吸収スペクトル解析ガスクロマトグラ

フ熱重量分析オｰトギｰセラｰたどをとり入れ

各成分についてのより詳しい炭質特性を知る必要カミ

ある.

2)炭鰯予測技術を確立すること上にのべた炭質

評価技術を用いて炭層の発達と炭質の変化との規

則性を明らかにし構造地質学的解釈により既開

発地域での深部および未開発地域における炭層の予

測方法を棒立する必要カミある.

3)有機物熟成度の評価法の研究これまで炭層

と炭質についてのべてきたカミ石油の熟成度の評価

法に関し昔から石炭の炭質評価技術力童用いられ

てきた.例えばW亘I咽(1915)による炭比説

L州D酬(1966)による改良した炭比説G中畑R

(1966)による花粉の色の変化を利用する方法

yA船0珊WC亘(1970)によるビトリニットの反射率

の利用校とがある.この背景には海成層中に陸

源の有機物が入りこんでいるため石炭の炭質評価

法が有機物熟成度の評価法として利用できることを

意味している.

また中国の原油のように陸源と考えた方カミよい原

油が石狩炭田天北炭田地域にも存在しそうであ

ることから陸上の炭田において有機物熟成度を充

分検討しておくことカミ今後の石油探査にとって重要

と思われる.
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